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新規就農者の素顔 農業経営の状況（現在） 

氏名：上岡 昇平 

住所：南あわじ市松帆 

年齢：32歳 

 

 

 

主な栽培品目： 

農地：9ha（借地1ha） 

施設：牛舎、堆肥舎 

経営内容： 

・作業受託 35ha 

・稲作 7ha、玉ねぎ 65a 

・酪農 経産牛50頭 

労働力：本人、義理の両親、妻、 

臨時雇用４名 

出荷先： 個人販売、青果屋 

 

 

 

就農から現在まで 就農して良かった点、苦労した点 

2010年  

兵庫県立農業大学校卒業 

地元・姫路市の土地利用型農業法人に就職 

2013年  

淡路島で独立就農 

義理の父と酪農を共同経営 

2014年  

稲 WCS生産開始。作業受託面積拡大 

2020年 

全国青年農業者会議2020 畜産経営部門 

農林水産大臣賞受賞 

2022年  

飼料用トウモロコシ栽培開始。汎用型微細断

収穫機を導入。 

現在に至る 

○良かった点、嬉しかったこと 

自分の好きなことを思う存分出来るし、やれば

やるだけ結果が出るから楽しい。 

○苦労した点 

地域との関わりや金銭面は苦労が多かった。 

後輩へ贈る言葉 

農業は年に1度しか作付け出来ない作物が多

いので、やりたいと思ったらすぐに取り組んだ

方が良い。行動力が大事。 

私の場合、60歳まで働くとしたら、あと28回

しか米を作れない。どんどん挑戦することを心

がけている。 

農業をめざした動機・きっかけ 

小さい頃からの夢でした。 

汎用型微細断収穫機による収穫作業 

普及センター職員と作業性について検討 


